
（単位：円）

科               目 当  年  度 前  年  度 増    減

Ⅰ　資産の部
  1 流動資産
      現金預金 1,643,612 2,137,515 △ 493,903
　　　立替金 11,470 0 11,470
          流動資産合計 1,655,082 2,137,515 △ 482,433
  2 固定資産
     (1)基本財産
         投資有価証券 199,995,000 199,965,000 30,000
           基本財産合計 199,995,000 199,965,000 30,000
     (2)特定資産
         周年記念事業積立資産 1,000,000 0 1,000,000
　　   　運営資金積立資産 81,000,000 89,000,000 △ 8,000,000
　　　 　事業用医療器具備品（指定） 3 3 0
　　 　　事業用医療器具備品（一般） 4 4 0
　　　　 什器備品（指定） 88,390 140,565 △ 52,175
           特定資産合計 82,088,397 89,140,572 △ 7,052,175
     (3)その他の固定資産
　　　　 什器備品（一般） 321,455 472,788 △ 151,333
           その他の固定資産合計 321,455 472,788 △ 151,333
           固定資産合計 282,404,852 289,578,360 △ 7,173,508
           資産合計 284,059,934 291,715,875 △ 7,655,941

Ⅱ　負債の部
  1 流動負債
      預り金 36,597 49,713 △ 13,116
          流動負債合計 36,597 49,713 △ 13,116
          固定負債合計 0 0 0
          負債合計 36,597 49,713 △ 13,116

Ⅲ　正味財産の部
  1 指定正味財産
　　　　　受贈寄附金 20,088,393 20,140,568 △ 52,175
          指定正味財産合計 20,088,393 20,140,568 △ 52,175
            (うち基本財産への充当額) (20,000,000) (20,000,000) 0
            (うち特定資産への充当額) (88,393) (140,568) (△52,175)
  2 一般正味財産
          一般正味財産合計 263,934,944 271,525,594 △ 7,590,650
            (うち基本財産への充当額) (179,995,000) (179,965,000) (30,000)
            (うち特定資産への充当額) (82,000,004) (89,000,004) (△7,000,000)
          正味財産合計 284,023,337 291,666,162 △ 7,642,825
          負債及び正味財産合計 284,059,934 291,715,875 △ 7,655,941

令和7年3月31日現在
貸借対照表



　  　　　　     　　　財務諸表に対する注記

１．　重要な会計方針

　（１）　有価証券の評価基準及び評価方法

　　　　　満期保有目的債券は償却原価法（定額法）によっている。

　（２）　固定資産の減価償却の方法

　　　　　固定資産の減価償却は定額法によっている。

　（３）　消費税等の会計処理

　　　　　消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

　　科　目 前期末残高 当期増加高 当期減少高 当期末残高

基本財産

　投資有価証券 199,965,000 30,000 0 199,995,000

特定資産

   周年記念事業積立資産 0 1,000,000 0 1,000,000

   運営資金積立資産 89,000,000 0 8,000,000 81,000,000

    事業用医療器具備品（指定） 3 0 0 3

    事業用医療器具備品（一般） 4 0 0 4

    什器備品（指定） 140,565 0 52,175 88,390

  小    計 89,140,572 1,000,000 8,052,175 82,088,397

合計 289,105,572 1,030,000 8,052,175 282,083,397

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

  基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

   科    目 当期末残高 (うち指定正味 (うち一般正味 (うち負債に対応

財産からの充当 財産からの充当 する額)

額) 額)

基本財産 ＊１

　投資有価証券 199,995,000 (20,000,000) (179,995,000) (-)

特定資産

　周年記念事業積立資産 1,000,000 (-) (1,000,000) (-)

  運営資金積立資産 81,000,000 (-) (81,000,000) (-)

   事業用医療器具備品（指定） 3 (3) (-) (-)

   事業用医療器具備品（一般） 4 (-) (4) (-)

   什器備品（指定） 88,390 (88,390) (-) (-)

      小計 82,088,397 (88,393) (82,000,004) 0

      合計 282,083,397 (20,088,393) (261,995,004) 0

＊１基本財産のうち20,000,000円は埼玉県からの寄附金（出資金）である。　

４．　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

  固定資産の取得価額，減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

   科   目    取得価額 減価償却累計額 当期末残高

特定資産

   事業用医療器具備品（指定） 7,115,500 7,115,497 3

   事業用医療器具備品（一般） 7,448,300 7,448,296 4

   什器備品（指定） 333,520 245,130 88,390

その他固定資産

   什器備品（一般） 1,653,020 1,331,565 321,455

   合   計 16,550,340 16,140,488 409,852



５．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は

　　次のとおりである。

（単位：円）

　　種類及び銘柄 　帳簿価額 　時　価 　評価(損)益

利付国債10年第339回(武銀） 199,965,000 200,000,000 35,000

埼玉県債02－2武銀） 10,000,000 9,997,000 △ 3,000

さいたま市債18（武銀） 10,000,000 9,366,000 △ 634,000

埼玉県公募公債R2.4（みずほ） 30,000,000 28,326,000 △ 1,674,000

埼玉県公募公債R2.6（みずほ） 10,000,000 9,412,000 △ 588,000

　　合　　　　計 259,965,000 257,101,000 △ 2,864,000

６．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

  指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

　　　　　　内　　　　　　　　　訳 　　　　　　金　　　　　　額

経常収益への振替額

　減価償却費計上による振替額 52,175

52,175

７．重要な後発事象

  該当なし

８．指定正味財産期首残高について

　基本財産のうち20,000,000円については埼玉県からの寄附金（出資金）であるため

　一般正味財産期首残高から指定正味財産期首残高へ20,000,000円組替ている。

　　　　　　　　　　　　　附属明細書

　基本財産及び特定資産に係る事項については、財務諸表に対する注記に記載のとおり。


